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「南大隅町」誕生 

南
大
隅
町
役
場
開
庁
に
あ
た
っ
て 

　
南
大
隅
町
発
足
を
迎
え
る
に
当
り
、町
民
の
皆
様
と
と
も
に
心
か
ら
祝
福

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、更
な
る
躍
進
す
る
南
大
隅
に
ご
期
待
を
い
た
す

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
、旧
根
占
町
、旧
佐
多
町
と
の
合
併
に
よ
り
南

大
隅
町
と
し
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
、歴
史
的
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　
新
町
の
誕
生
に
当
っ
て
は
、町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

南
大
隅
合
併
協
議
会
委
員
の
皆
様
方
の
真
摯
な
協
議
の
結
果
、市
町
村
合
併

特
例
法
の
改
正
に
よ
り
一
連
の
手
順
に
基
づ
き
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

を
も
っ
て
南
大
隅
町
の
誕
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
さ
て
、今
日
日
常
生
活
圏
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
、市
町
村
の
区
域
を
越
え
て

広
が
っ
て
お
り
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
広
域
化
や
広
域
的
な
地
域
整
備
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、価
値
観
の
多
様
化
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
伴
い
高
度
な
内
容

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。と
り
わ
け
、少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展

に
伴
う
介
護
保
険
制
度
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
非
常
に
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。よ
り
高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
上
で
行
政

基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
る
合
併
は
有
効
な
方
策
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
幸
い
に
し
て
旧
二
町
は
、緑
豊
か
な
自
然
を
有
し
古
き
良
き
伝
統
文
化
や

〝
海
・
山
〞
の
特
産
物
等
の
〝
幸
〞
に
恵
ま
れ
ま
た
、観
光
地
と
し
て
の
条
件

も
か
ね
そ
な
え
素
朴
で
、
本
土
最
南
端
の
風
情
が
心
や
す
ら
ぐ
ふ
る
さ
と

〝
輝
良
里
〞
南
大
隅
町
と
し
て
、こ
の
地
を
訪
れ
る
多
く
の
人
々
に
感
銘
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
な
町
を
創
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。そ
れ

だ
け
に
、恵
ま
れ
た
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、時
代
の
流
れ
に
こ
た
え
る
こ
と

の
で
き
る
各
種
の
施
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、新
し
い
首
長

さ
ん
に
は
、町
民
の
皆
様
方
の
声
に
広
く
耳
を
傾
け
な
が
ら
町
民
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
行
政
と
町
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
一
層
深
め
な
が
ら

役
場
職
員
の
心
機
一
転
前
向
き
な
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
こ
れ
は
ま
さ
に
、経
済
優
先
の
社
会
か
ら
心
の
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
時

代
へ
と
移
り
変
わ
り
、各
分
野
に
お
け
る
充
実
度
の
高
さ
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
も
行
政
は
誠
意
を
も
っ
て
対
応
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。自
然
の
恵
み
を
最
大
限
に
活
用
し
、〝
ふ
る
さ
と
の
味
〞
を

南
大
隅
町
か
ら
提
供
し
、心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
る

南
大
隅
町
で
あ
り
た
い
。 

　
今
後
と
も
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 南

大
隅
町
長
職
務
執
行
者
　
内
山
　
豊
己 

reborn the townreborn the town
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錦江町 

“キラリ南大隅町”

●ふれあいドーム 

●大浜海浜公園 

●さたでいランド 

●佐多岬灯台 

●さたでい号 

●ウインドファーム 

●自転車競技場 

根占川北 

根占川南 

根占山本 

根占横別府 

南大隅町
佐多辺塚 

佐多郡 

根
占
辺
田 

佐
多
伊
座
敷 

佐
多
伊
座
敷 

佐
多
馬
籠 

●ネッピー館 

●人口　10,741人 
　　（平成12年国勢調査） 
●面積　213.59km2
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まちの話題 まちの話題 Town,sTown,s
Topics

全
国
高
校
選
抜 

　
自
転
車
競
技
大
会 

　
３
月
24
日
〜
27
日
に
か
け
て
、旧
根
占
町
、

錦
江
町
を
舞
台
に
、
「
全
国
高
校
選
抜
自
転

車
競
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
全
国
の
強
豪
選
手
が
一
堂
に
会
し
、競
い
合

わ
れ
た
大
会
で
し
た
が
、中
で
も
、26
日
に
自

転
車
競
技
場
で
行
わ
れ
た
女
子
五
〇
〇
ｍ
タ

イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
の
部
で
、
地
元
南
大
隅
高

校
の
川
又
千
裕
選
手
が
見
事
優
勝
の
栄
冠
を

手
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
27
日
に
行
わ
れ

た
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
も
出
場
し
、
三
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。 

開
会
式
で
選
手
宣
誓
を
行
う
川
又
選
手
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小さな親切実を結び・・・ 
　このたび、平成16年度「小さな親切実行章
（個人）」を根占横馬場自治会に在住の松永政
幸さんが受賞しました。 
　松永さんは、40年以上の菊作りに励んでお
られ、秋には育てた菊を自宅の庭園に飾り美
しい景観を提供しています。今回は、こつこつ
と努力される親切実践活動が評価されての受
賞となりました。 
　庭園に色彩豊かな大輪の菊の花が咲き誇る
秋の頃、みなさんも観賞に訪れてみませんか。 

友、遠方より来る！ 
　４月６日、竹之浦小学校において、「海の子留学」の入学
式が行われました。今年は谷空理崇君（３年）と永田和彰
君（４年）の２人の新入生と昨年に引続き２年目となる吉
本直君（６年）の計３人となりました。竹之浦小学校では、
豊かな自然環境を活かしたトビウオすくいなどの特色あ
る活動を展開し、海の子留学も今年で６年目を迎えまし
た。中には、昨年の留学を機に今年から家族ぐるみでこの
地に転入してきた植田さん一家など、竹之浦の魅力が充
分に発揮されています。今年の新入生にとってこれから
の生活への期待と不安があいまった入学となりました。 
 

「大隅南端まちづくり会」発足 
　3月19日、第１回目の「大隅南端まちづくり会」の
美化活動が行なわれました。 
　この会は、廃止から３年経過した山川・根占航路
の再開を目指し、航路の必要性や南大隅の地を訪
れた観光客のみなさんに美化活動によるきれいな
町をアピールし、町民参画のまちづくり活動をね
らいとしています。 
　当日の活動には、約70名が参加し、９時から約１
時間、根占港周辺を清掃し、30袋を超えるごみを集
めました。 
　なお、この活動の理念は、「出来る時に、出来るこ
とを」なので、みなさんお気軽に参加してみてはい
かがですか？ 

く り す 
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◆
問
い
合
わ
せ
先
　 

　
山
川
・
根
占
航
路
調
査
研
究
会 

　（
℡
０
９
９
３
ー

34
ー
１
１
１
２
） 

県知事賞受賞 
　平成16年度に募集された、「土砂災害
防止に関する作品」ポスターの部にお
いて、根占中２年の中村真亜子さんが
県知事賞最優秀賞、城内小の窪田雄介
君が優秀賞をそれぞれ受賞しました。
二人とも学校の夏休みの課題として、
作品制作にとりくみ、テレビで見た土
砂災害の様子を図案化したり、父親か
らアドバイスを受けたりと様々でした
が、各々に本人の感性がいかされた作
品となりました。 
　今後の二人の活躍に期待します。 

シリーズ シリーズ シリーズ 

山
川
・
根
占
航
路 

山
川
・
根
占
航
路 

山
川
・
根
占
航
路 

〜
経
費
と
総
ト
ン
数
の
バ
ラ
ン
ス
〜 

その６

経
費
と
総
ト
ン
数
の
バ
ラ
ン
ス 
 

　
燃
料
費
や
船
員
費
を
は
じ
め
と
す
る

経
費
を
削
減
す
る
こ
と
は
、
総
ト
ン
数

の
少
な
い
フ
ェ
リ
ー
を
運
航
す
る
こ
と

で
十
分
可
能
で
す
。　
し
か
し
、経
費
を

削
減
す
る
た
め
、
安
易
に
総
ト
ン
数
を

抑
え
る
と
、
航
海
の
安
全
に
支
障
を
き

た
し
た
り
、
多
少
の
し
け
で
欠
航
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
り
し
て
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
ず
、
利
用
者
数

の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
経
費
と
総
ト
ン
数
の

バ
ラ
ン
ス
に
は
非
常
に
密
接
な
関
係
が

あ
り
ま
す
。 

　
調
査
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積

し
て
き
た
デ
ー
タ
を
基
に「
山
川
・
根
占

航
路
の
需
要
に
適
し
た
大
き
さ
の
フ
ェ

リ
ー
」
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。 

 【
需
要
に
適
し
た
大
き
さ
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ェ
リ
ー
】 

 

① 

運
航
経
費
削
減
の
た
め
、安
全
性
を

　
保
て
る
範
囲
内
で
、
可
能
な
限
り
小

　
さ
な
船
舶 

② 

船
体
の
大
き
さ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

　
ー
ク
な
ど
の
多
客
期
を
基
準
と
せ
ず
、

　
通
常
期
の
利
用
を
優
先
（
多
客
期
は

　
臨
時
便
で
対
応
） 

③ 
積
載
車
両
が
ス
ム
ー
ズ
に
乗
下
船

　
で
き
る
よ
う
に
、ラ
ン
プ
ド
ア（
車
両

　
乗
降
口
）
を
船
体
の
前
後
に
１
か
所

　
ず
つ
設
置
し
た
船
舶 

④ 

バ
ス
１
台
と
ト
ラ
ッ
ク
４
台
、乗
用 

　
車
30
台
程
度
の
積
載
能
力
を
持
っ
た

　
船
舶（
山
川
・
根
占
航
路
を
就
航
し
て

　
い
た
南
海
郵
船
株
式
会
社
の
平
成
13

　
年
度
に
お
け
る
輸
送
実
績
か
ら
１
便

　
あ
た
り
の
平
均
車
両
台
数
を
算
出
） 

 

理
想
と
す
る
船
体
の
総
ト
ン
数 

 

　
調
査
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
条
件

と
、
こ
れ
ま
で
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て

き
た
理
想
と
す
る
船
体
の
長
さ
（
70
ｍ

以
下
）
や
幅
（
12
ｍ
50 
cm
）
な
ど
の
条
件

を
満
た
す
船
体
の
総
ト
ン
数
は
、
６
９

９
総
ト
ン
程
度
と
算
出
し
て
い
ま
す
。 

 

　
来
月
号
で
は
両
港
を
１
時
間
程
度
で

結
ぶ
た
め
に
必
要
な
「
航
海
速
力
と
エ

ン
ジ
ン
の
出
力
馬
力
」
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。 

　
航
路
を
運
航
す
る
う
え
で
、
そ
れ
に
係
る
経
費
の
削
減
は
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
航
海
の
安
全
性
を
欠
く

よ
う
な
船
舶
を
導
入
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
経
費
と
船
舶
の
選
定
は
、

と
て
も
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。 

　
今
月
号
で
は
「
経
費
と
総
ト
ン
数
の
バ
ラ
ン
ス
」
か
ら
、
調
査
研

究
会
が
算
出
し
た
「
理
想
と
す
る
船
体
の
総
ト
ン
数
」
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。 
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南大隅町　　 

　　町章募集 

【お問い合わせ･応募先】 

南大隅町役場　佐多支所　管理課 
 〒893－2601　鹿児島県肝属郡南大隅町佐多伊座敷3844 
TEL　0994－26－0511　FAX　0994－26－1920

南大隅町役場　企画課 
 〒893－2501　鹿児島県肝属郡南大隅町根占川北226 
TEL　0994－24－3111　FAX　0994－24－3119

応募用紙は、南大隅町役場本庁、佐多支所の 
窓口に準備してあります。 

　根占町、佐多町が平成17年3月31日に合併し、新たに誕生した南大隅町の町章を募集します。
基本理念である｢雄大な自然を活かし心の豊かさを求め新たな発展をめざすまち｣にふさわしい
デザインをご応募ください。 

【募集期間】 
平成17年４月11日(月)　～　平成17年5月27日(金)必着 

【賞金又は賞品】 
最優秀賞（採用作品） 　１点　　200,000円　　 

優秀賞　　　　　　　２点　　 30,000円 

【結果発表】 

【応募要件】 
１． ｢南大隅町｣のイメージにふさわしいもの。 

２． 町旗、バッジ等にも使用できるデザインのもの。 

３． デザインの色は用紙の色を含め４色以内。なお、グラデー 

　ション(ぼかし、濃淡)で表したものは不可。また、単色で 

　の使用にも考慮したもの。 

４．自作の未発表作品であること。 

【応募方法】 
１． 応募用紙又は、縦横15cmの枠を書いたＡ４白紙用紙を 

　縦長に使用し、枠外に天地を明示する。なお、用紙一枚に 

　つき１作品とする。 

２． デザインの趣旨、住所、氏名(ふりがな)、電話番号を指定 

　箇所又は、作品の余白に必ず記載すること。記載のないも 

　のは無効とする。 

３． 応募作品は直接持参するか、封書による郵送とする。 

　その他の応募は受け付けないこととする。 

【留意事項】 
１． 採用作品に関する一切の権限は南大隅町に帰属するも 
　のとする。 

２． 応募作品の返却はしないこととする。 

３． 応募作品の使用に際しては、作品に若干の変更やモノ 
　クロで使用する場合がある。 

　南大隅町の町章が決定後、広報紙、ホームページ等で発表 
すると共に入賞者には別途通知する。 
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野山を歩けば 
　　食せるものの宝の山 国保便り 

“野の味に舌鼓” 

うからご膳 
５月版（？）のご案内 

国民健康保険・体力づくり事業 
「体育館開放」を行います。 

※ 合併後も７月まで現在の保険証を使用します。 

お知らせ 

　3月30日サロン館にて根占の山野草料理「うからご膳

（弥生）」を催しました。昨年11月開始以来、知恵と工夫

を凝らし、また、反省点を糧にしながらスタッフは前日

までに数回試作を行い、これまでに負けないくらいの

料理となりました。30名の参加者は春の野に想いを寄

せながら舌鼓を打っていました。 

　４月17，24日（各日曜日）午後７時～９時 

　バレーボール他ミニバレー等、町立体育館を大いに

活用して体力づくりをしてみませんか。（年齢等は問い

ませんが町内者に限ります。） 

意気揚々のおばちゃん達が次なる山野草料理を模索

中です。こんつぎゃいけんすいな？はつらつ生き活

きおばちゃん達。 5月版を乞うご期待下さい。 

　（詳しくは広報5月号でお知らせします。） 

　現在、遠隔地（学生）の被保険者証をお持ちの世帯主は、４月１日以降の「在学証明書」の提出が必要とな

りますので、「在学証明書」の準備をお願いします。 

　提出（申請）がない場合は国保資格を喪失することになりますのでご注意下さい。また、卒業した場合も

遠隔地（学生）非該当の届出が必要となります。　（届出がないと今まで同様課税されます。） 

● 生き活きサロン根占館に関するお問い合わせ 
　　　役場国保係　　24－3111　サロン館　28－1700

・現在使用している保険証は合併後も７月までは使用いたします。 

・更新は７月末を予定しています。（詳細は係にお尋ね下さい。） 
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ヘルシーメール 保健センター便り 保健センター便り 

　「こころの健康相談日」ではこころの
健康やこころの病について心配をお持
ちの方に、保健所で専門医や保健師が相
談に応じています。 
　次のような状態でお悩みの方、あるい
はどこへ相談してよいか迷っていらっ
しゃる方は、「こころの健康相談日」をご
利用ください。例えば、ひどく疲れた様
子で気が沈む。食欲がなく、ぼんやりと
する。やる気が起きず、悲観的になる。夜
も眠れずイライラする部屋に引きこも
ったままであるなど。 

〈相談日〉　　毎月第３水曜日 
　　　　　　 午後１時～４時 
　１週間前までに予約が必要です 
　（来所時間は予約時に調整） 

〈場　所〉　　鹿屋保健所 

〈料　金〉　　無料 

〈問い合わせ先〉　 
　鹿屋保健所　保健指導課 
　　　0994－43－3121（内線257） 

町内の町立診療所は、診療日・診療時間等に変更は
ありません。 

南大隅町立郡へき地出張診療所　　26 －１８５６ 
　　〃　大泊へき地出張診療所　　27 －３０３０ 
　　〃　辺塚へき地出張診療所　　26 －４０１２ 
　　〃　横別府診療所　　　　　　24 －３４３７ 

お問い合わせ先： 

根占保健センター 
　　　２４－３３８８（直通） 
 

こころの健康相談日について 

　生活習慣病は、初期の段階でほとんど
自覚症状がありません。そして、症状が
現れた時にはかなり進行していること
が多いのです。 
　現代の医学の進歩により、病気を「早
期発見・早期治療」すれば、それだけ完治
する可能性も大きくなります。 
　そのために１年に１回は、健康だと思
っていても健康診断を受けることが重
要な意味を持つのです。 
　４～５月にかけて基本健康診査・各種
がん検診の一括申し込みをとりますの
で、是非申し込んで受診して下さい。 

①　年１回は必ず受ける・・異常なし
だからといって安心せず定期的に 
②　精密検査を恐がらない・・必ず病
気があるとは限らないので、しっか
り受診しましょう 
③　健診結果は保存する 

基本健康診査・がん検診 
　　　　　を受けましょう 

～健（検）診を上手に 
　　　　　受けるポイント～ 
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自治会名 氏　　名 電　話 自治会名 氏　　名 電　話 

連 絡 員  

【平成17年度　南大隅町自治会長名簿】 

今 　 市  

町 　 一  

町 　 二  

浜 馬 場  

宮 　 原  

下 　 町  

加 治 町  

横 馬 場  

針 馬 場  

古 　 殿  

入 ケ 山  

貫 　 見  

西 　 本  

浦 

川 　 原  

北 川 内  

城 　 内  

花 之 木  

中 別 府 下  

野 ケ 峯  

門 　 原  

名 ケ 迫  

南 新 町  

瀬 　 脇  

溝 　 口  

馬 場 川  

諏 訪 上  

諏 訪 下  

南 　 谷  

栫 

北 之 口  

山 本 新 町  

久 保 下  

中 　 原  

上 之 河 原  

尾 之 上  

丸 　 峰  

大 浜 上  

湊 原 　 悟  

福　園　不二男 

松 元 正 治  

永 山 友 敬  

川 前 清 榛  

浜 田 健 二  

石　畑　眞一郎 

中之浦　慶　二 

蜂須賀　三　郎 

上久保　次　雄 

南 園 久 男  

貫 見 和 弘  

梅 木 　 茂  

宇 都 正 明  

上久保　利　夫 

野間川内　　勉 

湯 田 義 己  

郷 司 山 進  

小高峰　利　博 

福 里 不 二  

門　原　三　郎 

名ヶ迫　幹　夫 

宮ヶ谷 勉 

前 村 貞 夫  

橋 口 幸 次  

下之角　優　子 

内木塲　五　男 

小　山　新一郎 

南 谷 真 一  

田 中 千 秋  

福 崎 敏 夫  

吉 永 秀 義  

松 尾 清 留  

久保下　健　二 

中 村 雅 之  

折 尾 和 秋  

池之迫　幸　市 

北 向 大 隆  

24-2935 

24-3710 

24-3030 

24-2427 

24-2471 

24-3389 

24-2726 

24-4289 

24-2669 

090-3737-2807 

24-3306 

24-5109 

24-2274 

24-3553 

24-2696 

24-5155 

24-3987 

24-5188 

24-4011 

24-5118 

24-5144 

24-5124 

24-2563 

24-2096 

24-5311 

24-5331 

24-5407 

24-3361 

24-5266 

24-2313 

24-4117 

24-3661 

24-1372 

24-4378 

24-5656 

24-3147 

24-2633 

24-2645

大 浜 中  

大 浜 下  

原 

舟 　 木  

苙 

下 　 園  

大 　 川  

野 尻 野  

高 　 田  

南 川 内  

松 之 迫  

栗 之 脇  

大 久 保  

出 　 口  

水 枝 谷  

大 中 原  

滑 川  

赤 瀬 川  

大 柄 根  

曲 　 迫  

道 長 野  

大 竹 野 上  

大 竹 野 下  

堀 　 口  

門 　 木  

八 　 重  

柿 　 迫  

大 　 野  

長 　 野  

 

岩 　 前  

住 宅 1 号  

住 宅 2 号  

住 宅 3 号  

住 宅 4 号  

建 部 住 宅  

蔵 団 地  

宮 川 和 雄  

中 村 　 励  

畦 地 一 成  

竹 野 冨二郎 

赤狩山 春 雄 

下 園 秋 丸  

瀬 嵜 六 紀  

高 田 文 吉  

野 嶽 福 生  

川 内 辰 巳  

森   重 文 

小中原 　 志 

大久保　弘　行 

赤瀬川　実　好 

水枝谷  茂 

脇 田 　 廣  

浪　瀬　三千男 

久 保 安 廣  

上八重　久　美 

打 越 勝 実  

柳 田 清 一  

北 薗 光 秋  

北 薗 正 広  

戸 島 則 夫  

二 宮 弘 幸  

渕 脇 耕 二  

上八重　和　博 

大 野 正 行  

小長野　　　操 

 

中 原 勝 巳  

宇 都 清 晃  

山 下 絹 江  

　 田 博 江  

肱 岡 安 夫  

池之迫　隆　一 

山 下 淳 也  

24-3820 

24-2936 

24-3084 

24-4613 

24-4436 

24-4414 

24-4401 

24-4430 

24-4627 

24-5254 

24-4388 

24-5007 

24-4876 

24-3919 

24-3958 

24-4866 

24-4845 

24-3875 

24-5366 

24-4741 

24-4830 

24-4780 

24-4791 

24-5290 

24-4757 

24-4732 

080-1705-5579 

24-4720 

24-4705 

 

24-2480 

24-2396 

24-5306 

24-4152 

24-2497 

24-4955 

24-4930
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自治会名 氏　　名 電　話 自治会名 氏　　名 電　話 

平成17年4月8日現在 

【平成17年度　南大隅町自治会長名簿】 

浜 上  

浜 下  

麓 

住 宅  

上 之 園  

西 方  

立 目 崎  

垂 水  

瀬 戸 山  

馬 籠  

東 山 崎  

川 田 代  

下 岩  

浮 津  

片 野 坂  

島 泊  

尾 波 瀬  

田 尻  

大 泊  

外 之 浦  

間 泊  

竹 之 浦  

古 里  

永 野 昭 夫  

平 川 一 則  

岡 村 近 磨  

橋 元 満 昭  

持 留 久 志  

迫 　 信 義  

山 本 　 健  

鞍 掛 牧 生  

尾 崎 世 男  

中 原 信 蔵  

武 内 英 宗  

永 吉 久 夫  

尾 迫 美 好  

浮 津 節 男  

片野坂　定　二 

上 籠 真 一  

日 高 一 美  

四 元 龍 蔵  

日 高 孝 壽  

山 野 晋 作  

松 元 　 進  

成 尾 勇 二  

大 山 　 肇  

 

26-0055 

26-1506 

26-1712 

26-0132 

26-1677 

26-0325 

26-2115 

26-1323 

26-1653 

26-1628 

26-0657 

26-1110 

26-1572 

26-0038 

26-1100 

26-1086 

27-3717 

27-3613 

27-3208 

27-3431 

27-3427 

26-1805 

26-1421

上 之 原  

上 村  

岩 下  

郡 麓  

郡 上  

坂 元  

川 田 原  

針 山  

浜 尻  

松 山  

折 山  

下 別 府  

菖 栄  

川 南  

川 北  

百 引  

上 別 府  

辺 塚 西  

辺 塚 東  

打 詰  

中 村  

中 郷  

川 尻 正 廣  

立 切 政 男  

川 越 　 清  

宝 満 公 宏  

有 村 一 行  

富 丸 蔵 三  

川田原　良　明 

松 永 　 厚  

海 陸 　 巌  

松 山 伸 一  

山 里 文 秀  

高 田 丸 市  

福 島 和 文  

中 島 和 治  

川 崎 　 衛  

後 堂 親 一  

貴 島 辰 己  

村 山 哲 朗  

熊之細　康　夫 

鍋 多 誠 心  

中 村 克 男  

辻 　 義 昭  

26-1234 

26-1835 

26-1841 

26-1242 

26-0525 

26-1212 

26-1872 

26-1432 

26-1738 

26-0675 

26-1600 

26-0248 

26-1382 

26-4514 

26-4314 

26-4525 

26-4517 

26-4512 

26-4024 

26-4018 

26-4328 

26-4221

今年度１年間よろしくお願いします。 
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き
れ
い
な
選
挙
　活
か
そ
う
一
票

郵
便
投
票
の
で
き
る
人 

　
身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
又
は
要
介
護
者
で
、

次
に
該
当
す
る
人
は
郵
便
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

☆ 

身
体
障
害
者
手
帳 

　
①  

両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
障
害
の
１
〜
２
級 

　
②  

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・ 

　
　
小
腸
・
免
疫
障
害
の
１
〜
３
級 

　
③  

上
肢
若
し
く
は
視
覚
の
障
害
の
１
級 

 

☆ 

戦
傷
病
者
手
帳 

　
④  

両
下
肢
・
体
幹
障
害
の
特
別
項
症
〜
第
２
項
症 

　
⑤  

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
障
害
の
特
別
項
症
〜 

　
　
第
３
項
症 

　
⑥  

上
肢
若
し
く
は
、
視
覚
の
障
害
の
特
別
項
症
〜 

　
　
第
２
項
症 

 

☆ 

介
護
保
険
被
保
険
者 

　
⑦  

要
介
護
５
の
方 

　
　
　
事
前
に
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て

　
　
く
だ
さ
い
。
投
票
日
の
４
日
前
ま
で
に
町
選
挙
管
理

　
　
委
員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
③
・
⑥
に
つ
い
て

　
　
は
代
理
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
選

　
　
挙
管
理
委
員
会
　
電
話
２
４
―
３
１
１
１
へ
お
尋
ね

　
　
く
だ
さ
い
。 

南
大
隅
町
長
及
び
議
会
議
員
選
挙 

　
　
　
　
　
　
　
投
票
日
　4
月
24
日
（
日
） 

四
月
二
十
四
日（
日
）は
、南
大
隅
町
長

及
び
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
 

 　
投
票
日
に
は
、
棄
権
の
な
い
よ
う
あ
な
た
の
大
切
な

一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
投
票
日
に
仕
事
な
ど
で
投

票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
か
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
の
で
、ご
利
用
下
さ
い
。 

 　
選
挙
の
で
き
る
人
 

 　
選
挙
の
で
き
る
人
は
、
昭
和
60
年
４
月
25
日
ま
で
に

生
ま
れ
、平
成
17
年
１
月
18
日
以
前
か
ら
本
町
に
居
住
し

て
い
る
人
で
、選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

（
満
二
十
歳
以
上
の
国
民
で
、町
内
に
引
き
続
き
３
か
月

以
上
住
ん
で
い
て
、住
民
登
録
し
て
い
る
人
で
す
。） 

 　
投
票
時
間
 

 　
投
票
所
は
、町
内
三
十
か
所
設
け
ら
れ
、投
票
時
間
は
、

根
占
地
区
が
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
佐
多
地

区
は
、午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
が
、一
部
繰

り
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。 

 
 

　
期
日
前
投
票
と
不
在
者
投
票
 

 　
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
選
挙
告
示
日
の

翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
、
毎
日
期
日
前
投
票

又
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。 

　
期
日
前
投
票
は
、根
占
本
庁
、佐
多
支
所
の
期
日
前

投
票
所
に
お
い
て
、
告
示
日
の
翌
日
の
午
前
８
時
半

か
ら
午
後
８
時
ま
で
投
票
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
指
定
を
受
け
た
施
設
や
病
院
な
ど
で
の
不

在
者
投
票
は
従
来
の
方
法
で
投
票
が
で
き
ま
す
。 

  　
◎
投
票
に
は
入
場
券
を
お
忘
れ
な
く
 

 　
投
票
当
日
ま
で
に
、
郵
便
に
よ
り
投
票
所
入
場
券

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、当
日
、投
票
所
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
選
挙
権
の
あ
る
人
で
投
票
所
入
場
券
の
こ

な
い
人
、
又
は
紛
失
し
た
人
で
も
そ
の
旨
申
し
出
を

す
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
棄
権
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 
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退任者・退職者あいさつ 

　平成17年３月30日、根占町最
後の日を身につまされる思いで、
見届けました。「ありがとう・さ
ようなら　根占町」 
　さて、行政の組織再編が行な
われる時期に、６年余に亘って
収入役・助役を務めさせて頂き

ました。この間、町民の納税意識の高さと愛町意識の
深さに感銘を受けました。 
　本来なら皆様方に拝顔の上、お礼申上げるところ
ですが紙上をもって代える失礼をお許し下さい。今
後は、自然と共に加齢できればと願っています。最後
になりましたが皆様方のご健勝とご多幸をお祈り申
上げまして退任の挨拶と致します。 

　南大隅町誕生の日まで、42年間根
占町役場職員として勤務させて頂
きました。 
　昭和38年奉職以来、町民の皆様方
に大変お世話になり、また多くの方々
と出会いがあり有意義な勤務をさ
せていただき衷心より深く感謝い

たしますと共に、厚く御礼申し上げます。この間、大きな事
業として役場庁舎の移転、県内唯一の自転車競技場の設置、
町内３中学校の統合、移転新築、そして佐多町との行政合併。 
　大きな変動の中、退職の日を迎える事となりました。今
後は新町の町民として輝かしい発展を念じつつ町民皆様
のご健勝をご祈念申し上げ挨拶とします。 

 

　昭和38年10月採用以来40年６ヶ月、
５つの課、２委員会、に奉職させて
いただき、この間、町民の皆様を始め、
職員皆様方にご指導、ご協力のもと
町民課を最後に定年退職出来誠に
ありがとうございました。 
　こよなく愛したわが根占町の名

称が消え南大隅町、少し寂しい気がしますが、歴史、文化、
自然等、すばらしい資源に恵まれており、大きく秘めた可
能性のある町に発展する事と期待しております。フェリー、
佐多岬ロードパーク等、厳しい課題も山積しておりますが
職員一丸となって頑張ってほしいと願っております。私も、
今まで培った多くの貴重な体験を生かし、一町民として少
しでも寄与できたらと考えておりますので、今後とも宜し
くお願いします。 
　最後に南大隅町の限りない発展と町民皆様方のご健康
とご多幸を祈念し退職の挨拶とします。 

大内田憲治さん　（町民課） 

　３月31日をもちまして、退職いた
しました。旧佐多町役場に38年間在
職できたことはひとえに先輩並び
に同僚の皆様のご指導ご鞭撻があ
ったからこそだと心から感謝申し
上げます。 
　高校在学中に１年間自習で勤務

できたから38年間在職できたと自負しております。高校卒
業時は私一人佐多に残って同級生全員を伊座敷港から見
送った悲しい思い出があります。役場在職中、故永山町長
さんから内山町長さんまで６人の町長に仕え20回の異動
の中で４回着任した選挙管理委員会で４回とも町長選挙
を担当したことが１番思い出に残っています。 
　平成17年度に入り新しい町づくりに全力で取り組んで
いらっしゃる皆さんは、これから大変だと思いますが健康
に気をつけてがんばってください。一町民として陰ながら
祈っております。 

松下日出夫さん　（企画課） 

野間　勝美さん　（経済課） 

　３月31日、新しく南大隅町
が誕生しました。佐多町の長
い歴史の中で育まれてきた、
良き伝統・習慣・文化を大切
にし一人一人が力を結集して
新しい町の創造に参画してく

ださい。 
　最後に、佐多町教育長として９年間、多くの町
民に支えられて仕事を全う出来たことに深く感謝
し、心からお礼を申し上げます。 

 

石川　烈さん　（根占町兼掌助役） 

　昭和40年９月１日で「佐多
町」の職員として採用以来40
年の間７代の町長に仕え、町
民の皆さん、そして上司、同
僚のあたたかいご指導、ご協
力のもとで無事につとめを全

うすることができましたことを心からお礼申し上
げます。 
　いよいよ合併元年「南大隅町」の始まりの年です。 
町民・職員一体となって新しい町の歴史を築かな
ければなりません。新町の今後の発展と町民皆様
のご健勝をお祈り申し上げます。 

岡村　邦男さん 
　　　　　　（佐多町収入役） 

松本健一郎さん 
　　　　　　　（佐多町教育長） 
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　葬儀及び広告等の中で、火葬

場の案内時における名称は「き

もつき苑」の呼称を使用し、地

域名（高隈）などの呼称は避け

て下さい。 

　また４月からは、ごみは各自

で持ち帰り処分することになり

ましたのであわせてお願いいた

します。 
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　閉町に伴いまして製作いたしま

した、旧根占町のビデオテープ

ＶＨＳ（約15分）、ＤＶＤを販売い

たします。価格は注文本数に応じ

て変動いたしますが下記の価格が

目安となります。 

ＶＨＳ／ＤＶＤ 
　（各100本の注文の場合） 
ＶＨＳ　1,600円　ＤＶＤ2,100円 

※ご希望の方は、南大隅町役場企

画課までご連絡ください。 

　℡ ２４－３１１１（内線232、233） 

　フラット35は、住宅金融公庫が

バックアップする民間の住宅ロー

ンです。住宅金融公庫が債権を買

い取ることで長期（最長35年間）固

定金利型の住宅ローンが実現しま

した。保証料、繰上返済手数料も不

要で、建設の80％まで、最高５千万

円までの融資が可能です。また、耐

久性などを定めた技術基準について

の物件検査を義務付けていますの

で、住宅の質にも信頼が持てます。 

火葬場利用について 
（お願い） 

　４月23日は「子ども読書の日」

です。子どもたちの心の成長に

読書は必要不可欠です。これを機

会に家庭の中での読書を習慣付

けましょう。是非親子で図書館に

お越しください。 

　先の大戦において、外地等（事変地の区域又は戦地の区域）に派遣され、

戦時衛生勤務に服された旧日本赤十字社看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦

の方（慰労給付金受給者の方を除く）に対して、内閣総理大臣名の書状を

贈呈しております。 

※　請求期限が２年間延長され、平成19年3月31日までとなりました。 

子どもたちのそばに 
いつも本がありますか？ 

　今年度から、はりきゅう・

あんま券の助成制度が変わり

ました。 

助 成 額　７００円→６００円 

対象年齢　満65歳（到達日） 

 

※助成券は南大隅町の施術院

等でご使用になれます。 

　今年４月から、乳幼児医療

費助成制度の受付窓口が、従

来の保健センターから南大隅

町福祉課窓口、佐多支所町民

福祉課窓口でそれぞれ、受け

付けることになりました。 

　なお、申請は診療日の翌月

から起算して６ヶ月を超過し

ますと対象外となりますので

お早めに申請をお願いします。 

　従来、年度当初に福祉の窓

口で発行していた温泉券が今

年度からは、５月２日以降に

南大隅町役場保健課及び佐多

支所保健課でそれぞれ申請を

受付けます。 
 

対象者　 

　町内居住の満20歳以上の方 

助成 

　年間  20枚 

はりきゅう・あんま券 
について 

福祉の窓 福祉の窓 福祉の窓 
乳幼児医療費助成申請に 

ついて 

温泉券発行について 

旧根占町閉町ビデオ・ＤＶＤ 
の販売について 

旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦の皆様へ 
内閣総理大臣の書状を贈呈します 

住宅金融公庫からのお知らせ 

住宅金融公庫南九州支店 
℡ ０９６－３８７－２７００ 

子どもの読書週間 

　　4月23日～5月12日 

◎問合せ先　根占図書館 

　　℡ ２４－３１１１（内線561） 

請 求 用 紙　南大隅町役場　　福祉課　　（℡ ２４－３１１１） 

　　　　　　　　　佐多支所　　町民福祉課（℡ ２６－０５１１） 

問 合 せ 先　〒100－8926  東京都千代田区霞が関２－１－２ 

　　　　　　　中央合同庁舎2号館８Ｆ 

　　　　　　　総務省大臣官房管理室 

南大隅町役場福祉課　（℡ ２４－３１１１） 

佐多支所町民福祉課　（℡ ２６－０５１１） 

 



在宅当番医

今月の納付今月の納付今月の納付

4/17 
4/24 
4/29 
5/1 
5/3～5/5　 
 
5/8

22-2033 

24-2153 

22-3111 

22-2658 

　 

22-3111 

22-0137

二川内科胃腸科 

津崎医院 

肝属医師会医立病院 

大根占医院 

　 

肝属医師会立病院 

長浜医院 

介護保険料…………………１期 
国民健康保険税……………１期 
（根占地区のみ） 

⑰　広報　みなみおおすみ　2005.04

まちの人口 

ご誕生おめでとうございます おくやみ申し上げます 

ご結婚おめでとうございます 
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尾之上 

横馬場 

山本新町 

横馬場 

町　一 

垂　水 
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今月の一冊 

著者自身が今まで積みかさねてきた膨大な

量の対話をもとに会議運営のコツやブレー

ンストーミングの方法などが紹介されてい

ます。 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」 

齋
藤
　
孝 

著 
【平成17年4月1日現在】 

人　口 

世帯数 

10,432人 
4,815人 

4,729世帯 

5,617人 
男 

女 

久保田　忍 

加治木晴香 

南新町  

南新町 

氏　名 自治会 月日 

打越こうめ  

藤田　暖生  

阿潟　彩花  

辻　　太心  

寺田　悠人  

鞍掛　春花  

鶴園　美惠  

　川　和子  

田之頭正子  

　之口春子  

平野アキ子  

内園　　巖  

吉村　フミ  

鶴窪　則子  

大久保フヂ子  

愛甲　義男  

濱走　キミ  

合田　正數  

黒木　一丸  

黒木ヒサエ  

若山　ミ子  

黒木シメ子  

田之上ミチエ  

平川伊之　  

星野　信夫  

浮津アキエ 

溝口 

大浜下 

大浜下 

浦 

出口 

滑川 

下町 

大竹野上 

横馬場 

城内 

松之迫 

南新町 

浜下 

浜上 

郡上 

浜上 

浜上 

島泊 

住宅 

浮津 

2月28日 
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3月5日 

3月12日 

3月16日 

3月15日 

3月21日 

3月22日 

3月26日 

3月27日 

3月26日 

3月26日 

3月2日 

3月9日 

3月16日 

3月19日 

3月20日 

3月20日 

3月23日 

3月26日 
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87  
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77  

94 

勝利 

さくら 

兼 

かほる 

浩一 

咲子 

康隆 

貴子 

晃洋 

紀子 

牧生 

くみ子 

（敬称略） 

（敬称略） （敬称略） 

氏　名 父母 出生月日 
自治会 

氏　名 自治会 死亡月日 
 

3月3日 

3月13日 

3月16日 

3月17日 

3月21日 

2月19日 

はるき 

さやか 

たいしん 

ゆうと 

はるか 

年
齢 

3月4日 
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編集後記 ……………… ……………… 

みなみのこよみ 

※　青文字は実施場所が根占地区、緑文字は佐多

　地区での行事です。 

※　毎月第3月・火は、根占図書館が休館日、土・日・

　祝日は佐多図書室が休みとなります。 

根占保健センター 
役場佐多支所 
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5／ 

5／ 

5／ 

5／ 
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5／ 

5／ 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14

１歳６ヶ月健診（１３：００～） 
心配ごと相談（９：００～１２：００） 

根占保健センター 
郡診療所 

母子相談（９：３０～１１：３０） 
ポリオ経口生ワクチン 

老人福祉センター 
根占保健センター 

心配ごと相談（９：００～１２：００） 
妊婦教室（１３：００～） 

根占保健センター ３歳児健診（１３：００～） 

役場佐多支所 
根占保健センター 

心配ごと相談（９：００～１２：００） 
３～４ヶ月児健診（１３：００～） 

根占保健センター 

根占保健センター 
佐多保健センター 

日本脳炎予防接種（１３：３０～） 

老人福祉センター 
中央公民館和室 

心配ごと相談（９：００～１２：００） 
行政相談（９：００～１２：００） 

佐多保健センター 育児相談（９：３０～１１：３０） 

根占保健センター 日本脳炎予防接種（１３：３０～） 

花之木家畜市場 根占畜産共進会（９：００～） 

JA佐多繁殖センター 佐多畜産共進会（９：３０～） 

町内一円 町長・町議会議員選挙投票日 

妊婦教室（１３：００～） 
幼児食教室（申込：子育て支援センター） 
日本脳炎予防接種（１４：００～） 

みどりの日 

憲法記念日 

国民の休日 

子どもの日 

　桜舞い散る季節を迎えて、自宅近くの桜を見な

がら車に乗り込む今日この頃。 

　新町広報創刊をひかえて編集作業に追われ、パ

ソコンと向かい合う日々の自分にとって、ダイレ

クトに清涼的な刺激を感じることの出来る瞬間

なのかもしれません。 

　さて、今月から新町の広報「みなみおおすみ」が

発刊されます。まちも広報紙も生まれたばかり、

ちなみに我が家の息子も４ヶ月、それぞれに今か

らの成長が楽しみです。この広報「みなみおおす

み」もまちのみなさんの手で育まれ、成長してい

くことを切望します。これからも、ご拝読や話題

の提供などよろしくお願いします。　 

　　　　　　　　　　　　　　　　広報編集者 

URL:http://www.town.minamiosumi.lg.jp

■編集・発行　鹿児島県肝属郡南大隅町根占川北226番地　 TEL 0994-24-3111 
　　　　　　　南大隅町役場企画課　　　　 　　　　　　　　FAX 0994-24-3119
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